様式第９号（その２）（第31条関係）
（表）
	り災申告書（動産用）
	 整 理 番 号

	
	　

	年　　月　　日　
　（宛先）静岡市
                        住所　　　　　　　　　　　　　　　
申告者　職業（職）　　　　　　電話　　　　　　　
                        氏名　　　　　　　　　　　　　　　
生年月日　　　　年　月　日（　　歳）　
　　火災の損害を次のとおり申告します。

	り   災   日   時
	　　　　年　　月　　日　　時　　分頃

	り   災   場   所
	

	り災物件との関係
	１　所有者　　　　２　管理者　　　　３　占有者

	 建物用途
	　
	 建物構造
	　

	世　帯員
	続柄
	性別
	     氏    名
	年齢
	続柄
	性別
	    氏   名
	年齢

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	り災別
	    品  名
	数量
	購入金額
	経過年数
	損害時価見積額
	備考

	　
	　
	　
	円
	年
	円
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（裏）
	り災別
	  品      名
	数量
	購入金額
	経過年数
	損害時価見積額
	備考

	　
	　
	　
	円
	年
	円
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	損害時価見積額合計
	　
	　

	火災保険
	被保険物件
	契約会社名
	契約年月日
	契約金額
	契約者氏名

	
	　
	　
	年　月　日
	　
	　


　（注）
　　１　この申告書は、消防法第34条の規定によって提出を求めるものです。
　　２  火災によるり災証明書を発行する場合、この申告書が提出されていると早く発行することができます。
　　３　この申告書は、り災した日から起算して７日以内に提出してください。
　　４　申告書は、建物の１棟ごと又は世帯ごとに記入してください。
　　５　り災別の欄は、焼損(失)、水ぬれ、汚損、破損の別を記入してください。
　　６　品名の欄は、家具、什器、衣類、寝具、器具、工具、書画、骨とう、美術工芸品、貴金属、宝石類、設備機械、商品、製品､半製品､原材料及びその他の物の順で記入してください。
７　損害時価見積額の欄は、り災した物の時価を基準として、被害の程度により損害額を見積もってください。
